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研究成果の概要（和文）：日本で古代から中世にかけて盛んに演奏されたものの、後に伝承が途絶えてしまった
琵琶の独奏曲、すなわち琵琶の「撥合」（かきあわせ）と「手」（て）について、その全貌を明らかにするべ
く、現存楽譜の翻刻と五線譜化を行った。琵琶奏者、中村かほる氏の協力を得て舞台での復元試演を行い、秘曲
として重視された４曲を含め、代表的な撥合と手を録音し、後の発信に備えた。調絃を確かめるための小曲であ
る撥合には、主要音の同音反復の音型が多く、調性は日本化された音階理論に基づいている。一方、手は伝来当
初の諸特徴がよく保持され、調性については撥合と同様の変容は見られない。
研究成果の概要（英文）：This research represents an attempt to evaluate the lost repertory of tuning
 pieces (_kakiawase_) and modal preludes (_te_) for solo performance on the lute _biwa_ of ancient 
to medieval Japan. Notation in surviving scores was deciphered and transnotated into staff notation.
 With the cooperation of the _biwa_ player NAKAMURA Kahoru, several stage performances were mounted,
 and recordings made of representative pieces, including the four that gained prominence as 'secret 
pieces' in the medieval period. The tuning pieces display many phrases with repeated striking of the
 main tones (tonic and dominant) of the mode; some in modes with a major third degree demonstrate a 
distinctive shift in modal usage, with sharpening of the fourth and seventh. The modal preludes, in 
contrast, appear to retain their original (Tang Chinese) musical language, with no significant 
change in modal usage.
研究分野：日本音楽史学
キーワード： 楽琵琶　古楽譜　唐楽　復元　三曲　三秘曲　源氏物語　黄鐘調
  １版
様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 筆者は 1980年の来日以来、琵琶の古楽譜
を主たるテーマの一つとして研究を行って
きた。2012年に総括的な論考（引用文献①）
を発表したが、その後、二つの要因から、こ
の研究をさらに発展させる必要が生じた。 
(1) 2012年から研究代表者として行った「古
代東アジア音楽の検証可能な「再生」へ向
けて─解読から鳴り響く音楽への過程─」
（挑戦的萌芽研究）の具体的な実施例から
得られた知見。2012年12月のレクチャ ・ー
コンサートで、琵琶奏者の中村かほる氏の
協力を得て、琵琶秘曲《大常博士楊真操》
《石上流泉》《上原石上流泉》《啄木調》を、
平安時代末成立の『三五要録』（藤原師長
撰）所収の楽譜に基づいて復元試演を試み
たところ、4曲が共通に持っている音楽的
特徴、すなわち音楽形式の整った旋律が 8
単位から成るリズム周期の中で繰り広げ
られる構造がはっきりと現れた。他に多く
存在する琵琶独奏曲に同様の特徴がある
か否か、その全貌について具体的に検討す
る必要があると感じた。 
(2) 宮内庁書陵部蔵の琵琶古譜の新出。2013
年6月の新聞等では、同じ料紙（色紙7種）
を使用する「琵琶諸調子譜」59枚、及び「琵
琶譜」25枚から成る、纏まった量の琵琶譜
と報道されたが、後者は既に1964年に「伏
見宮本琵琶譜」として複製本が刊行された
もので、貞保親王（870-924）が勅命を受
けて弟子の敦実親王（892-967）のために
編纂した琵琶秘手譜『南宮琵琶譜』の伝本
と、藤原貞敏（807-76）が唐の琵琶博士、
廉承武から受けた伝授譜『琵琶諸調子品』
の伝本という内容であった。一方、前者は
新出史料であったので、「伏見宮本琵琶譜」
との関係や、その内容を具体的に明らかに
することが急務であった。 
 なお、(1)の関心から、研究対象としたの
は琵琶古楽譜における独奏曲であった。これ
らの独奏曲には2種類がある。すなわち調絃
を確かめるための短い「撥合」（「かきあわ
せ」）（「緒合」、「絃合」とも）、及び音楽的に
より豊かな内容を持つ「手」（「秘手」「調」「調
子」とも）である。秘曲（上記の4曲）は後
者に含まれる。独奏曲を最も多く掲載する
『三五要録』には「撥合」が24曲、「手」が
21曲、合わせて45曲ある。 
 
２．研究の目的 
 このように奈良時代から鎌倉時代にかけ
て成立した琵琶の古楽譜には多くの独奏曲
があるが、一方、現行の雅楽の演奏伝承では
琵琶の独奏曲は演奏されておらず、ごく一部
を除きその伝承は途絶えたと断定してよい。
本研究は、鎌倉時代までの琵琶独奏曲の全貌
を明らかにすることを目的とした。まず、文
献学的な手続きに則って楽譜本文の翻刻を
行い、その音楽的な内容の比較検討を可能に
するために五線譜化（訳譜）した。これを基
に復元試演を中心とした吟味を行い、最終的
には解説付き視聴覚資料の形で記録・保存し、
後の発信に備えることとした。 
 本研究は、以上の目的を果たすことにより、
これまでの関連・隣接分野における不足を補
完することもできると期待した。具体的には
次の通りである。 
(1) 中世を境に伝承が途絶えてしまった、唐
代伝来の音楽文化の重要な部分について、
形式・調性など、その音楽的な諸特徴を明
らかにすること。 
(2) 日本の天皇・公家にとって重要であった
琵琶の伝承内容を具体的に示すこと。近年、
この伝承に関わる基礎史料の翻刻（図書寮
叢刊『伏見宮旧蔵楽書集成』、1998年まで
に 3冊）、音楽史的研究（相馬万里子 1998
「琵琶の時代から笙の時代へ」、磯水絵2000
『説話と音楽伝承』、豊永聡美2006『中世の
天皇と音楽』など）が次々に発表されてい
るが、伝承の音楽的内容が全くといってよ
いほど触れられていない。 
(3) 琵琶を主要楽器として後に成立した音
楽ジャンルへの影響を、具体的に量れるよ
うになること。平家琵琶研究の第一人者、
薦田治子は、「平家琵琶で新たに考案され
た奏法」について論じているが、先行する
琵琶独奏曲の内容や、その中で見られる特
殊奏法を考慮しておらず、論証が不十分で
ある。 
 
３．研究の方法 
 新出史料や未調査の琵琶古楽譜に関する
史料調査を実施するとともに、すでに調査済
みの楽譜については先行して本文の校合作
業を進め、テクストを確定し、翻刻した。こ
れを鳴り響く音楽として「再生」し、記録す
るために、次の方法を用いた。すなわち、解
読の結果得られたもの（音高と相対的な長さ
を持った音列に、奏法に関する注意書きを加
えたもの）を、①事前の打合せの場で楽器奏
者に提示し、筆者の知見と奏者の経験知とを
照らし合わせながら、演奏する内容（演奏用
楽譜）を決める。②「再生」を舞台上で試み
る。一度演奏を試みた後、③改めて奏者と相
談の場を設け、相互的フィードバックを参考
に楽譜の調整を行う。④最終的な調整の結果
を録音して、翻刻・訳譜とともに視聴覚資料
として保存し、後の発信に備える。 
 
４．研究成果 
 まず、本研究のきっかけの一つとなった新
出史料「琵琶諸調子譜」について資料調査を
行った結果、琵琶独奏曲の楽譜を含まないこ
とが判明した。そのため、分析・研究を博士
後期課程学生、RAの根本千聡に委ねた。その
結果は東洋音楽学会第67回大会（2016年11
月）で報告され、機関誌『東洋音楽研究』に
資料紹介として掲載された（引用文献②）。 
 研究方法②、すなわち舞台上の「再生」に
ついては、琵琶奏者の中村かほる氏の協力の
もと、国際学会で披露する機会を2回得るこ
とができた。第1回は、2017年3月、東京で
開かれた 20th Congress of the Interna- 
tional Musicological Society（国際音楽学
会第 20回世界大会）で、ラウンドテーブル
では実演付き研究発表（学会発表②）、コン
サートでは解説付き演奏（その他②）を行い、
琵琶独奏曲のうち、琵琶風香調《撥合》、同
《二手 丘泉》、琵琶返風香調《上原石上流泉》、
琵琶黄鐘調《二手》、琵琶啄木調《啄木》の5
曲を取り上げた。第2回は、2017年9月、上
海で開かれた第 12回中日音楽比較シンポジ
ウムで、実演付き研究発表（学会発表①）、
さらに同日夕方の音楽会の一部として解説
付き演奏「琵琶の秘曲」（その他①）を行い、
上記の5曲に加えて、琵琶風香調《大常博士
楊真操》、琵琶返風香調《石上流泉》、合わせ
て7曲を取り上げた。 
 舞台上の「再生」は、時間的な制約があっ
て曲数は限られたものとなったが、準備段階、
及び後日の相談・相互フィードバックを重ね
た結果、琵琶独奏曲総数の約3分の1を録音
に備えることができた。録音は、主に継続研
究・調査報告用と位置づけて、2018年 3月
23日に、千駄ヶ谷ビクタースタジオにて行っ
た。現存最古の琵琶譜『天平琵琶譜』関連は
3トラック、『三五要録』巻二の譜面を中心
に据えて14トラック、合わせて17トラック
の録音となった。内容は次の通りである。 
 
(1) 正倉院文書紙背琵琶譜（いわゆる『天平
琵琶譜』）。調絃は、黄鐘調の音階となるよ
う、『三五要録』の琵琶黄鐘調（現行の平
調）より4度高い調絃（A-e-a-d'）とした。 
 01 冒頭部分 0分40秒 
 02「調」以下の部分 0分50秒 
 03「調」以下の推定復元 1分42秒 
(2)『三五要録』巻二の琵琶独奏曲（『三五中
録』・『知国秘鈔』をも参照）。 
 a 琵琶風香調（A-c-e-a） 
 04 撥合 0分50秒 
 05 二手 丘泉 1分25秒 
 06 大常博士楊真操 1分55秒 
 b 琵琶返風香調（G-A-d-g） 
 07 撥合 1分40秒 
 08 一手 丘泉 1分10秒 
 09 三手 番仮宗 2分10秒 
 10（三手）又弾 1分32秒 
 11 石上流泉 3分25秒 
 12 上原石上流泉 1分22秒 
 13 将律音 0分23秒 
 c 琵琶黄鐘調（E-B-e-a） 
 14 撥合 0分45秒 
 15 一手 1分07秒 
 16 二手 2分22秒 
 d 琵琶啄木調（G-G-d-g） 
 17 啄木 3分17秒 
 
 本研究を進める中で明らかになった点、課
題として残った点がそれぞれいくつかある
が、具体的に列挙する前に、まず指摘してお
きたいことがある。鎌倉時代までに成立した
楽譜資料及び楽書類を見れば明白な事実だ
が、独奏曲には2種類、すなわち「撥合」（か
きあわせ）と「手」とがあること、そして複
数の調絃法があることが、存外知られていな
いことである。同時代の箏（箏の琴）にも同
種の独奏曲が多く存在すること、複数の調絃
法があることも同じ。両楽器の独奏曲が『源
氏物語』等の古典文学作品にたびたび現れる
が、公開されている注釈の多くは現行雅楽の
在り方しか考慮しておらず、そのため誤った
解釈が横行している。これに関連して、『源
氏物語』における絃楽器の曲種と調絃の問題
を取り上げ（雑誌論文③）、また琵琶の場合
には調絃法の旧名称と調子の名称との関係
が煩わしく、誤解が生じやすいことを短い具
体例で示した（雑誌論文②）。 
 さて、伝承が途絶えてしまった琵琶独奏曲
の楽譜を、鳴り響く音楽へと蘇らせようとす
る際、ほとんどの場合調絃がわかるので譜字
（絃とフレットの交差する箇所を指す文字）
が指し示す音高（pitch）を読み取るのは容
易い。問題となるのは、奏法（特に基本奏法）
と時間的側面、すなわちリズム、各譜字の音
価［長短］やテンポ［緩急］の問題である。
前者については、現行雅楽における、琵琶の
重々しいアルペジオ（分散和音）奏法が元か
らあったか否かという疑問が生じるが、今回
は13世紀初頭成立の琵琶師伝集『胡琴教録』
の解釈に基づいて、基本奏法をアルペジオ風
ではなく、単音を弾ずる技法とした。 
 リズムに関しては、「手」の中でも秘曲《大
常博士楊真操》《石上流泉》《上原石上流泉》
の記譜が単純明快な表記、「初期リズム表記」
とでも命名できる譜式となっている。《上原
石上流泉》を例に挙げる。 
 
図表 《上原石上流泉》の譜面（横書きに整理） 
凡例：1〜8 は拍、①〜⑩はそれぞれ 8拍から成る周期 
1 2 3 4 5 6 7 8  
① 一 ク ム ム
✓
 八 一 ク ム 丁  
② 一 ク ム ム
✓
 八 一 之 丄 丁 二返 
③ 一 ク ム ム
✓
 八 一 コ ク 丁  
④ 一 ク ム ム
✓
 八 一 之 丄 丁 二返 
⑤ 七 〻七〻 丄 〻 七 コ ク ク
コ
］ 丁  
⑥ 之 丄 八 ム ム
✓
 八 一 之 丄 丁 二返 
⑦ 之 丄 八 ム ム
✓
 八 一 コ ク 丁  
⑧ 之 丄 八 ム ム
✓
八丄 七 七
✓
 七 丁  
⑨ 七 ク ク 七 丄 七 ク 下 ム ム
✓
 丁  
⑩ 八 丄 丄 八 ム 八 八 丄 七 七
✓
 七 丁  
 
訳譜 《上原石上流泉》（①と⑩のみ） 
 まとめると、この譜式のリズム表記では 
・ 大譜字は1拍に相当する 
・ 「丁」字で休止が示される 
・ 小譜字（左手指による装飾音）は直前の
大譜字の1拍に含まれる 
という原則が働いており、このように読め
ば、8拍からなる周期が複数回繰り返され
るという楽曲のリズム構造が明白に現れる。
なお、もう1曲の秘曲《啄木》は、当時の
唐楽曲等の記譜にも広く用いられた「楽句
点」方式を採用している（記譜の行の中で
記される朱点で行を2拍の単位に分けてい
く）。リズム構造がより複雑であるためなの
か、それとも曲の成立年代・成立事情に関
連する事柄なのか、原因の究明を今後の課
題としたい。 
 五線譜化に続く分析の結果、秘曲以外の
独奏曲、すなわち「撥合」と残りの「手」
にはこうしたリズム構造はなく、フリーリ
ズム（周期的な拍節がないこと）の曲であ
ったとの結論に至っている。そこで実際の
演奏での譜字の音価（長短）を決定する材
料として、2種の資料の関連性を探った。 
 
(1) 琵琶の「唱歌」（『知国秘鈔』） 
 日本音楽のさまざまな種目で用いられる
唱歌において、モーラ（音節）数がリズム
を示すことがあるので、藤原孝道著『知国
秘鈔』（1229）に記録されている琵琶の「唱
哥」譜（琵琶風香調《撥合》・同《二手 丘
泉》）を検討した。残念ながら当初の予想に
反して、琵琶の唱歌は音価にかかわる機能
を有していないようである。分析する材料
としては量的に不十分だが、モーラ（音節）
使用の傾向を略記すると次のようになる。 
① 通常の単音にはタとチが用いられる 
② 解放絃にはタが用いられる傾向が強く、
一方、フレットを押さえた音にはタもチ
も用いられる 
③ 同じ絃の譜字が連続して現れる場合、高
い方の音にチが用いられる傾向があり、
母音のみで言い換えれば i が a よりも
高音になる傾向がある 
④ 2絃を同時に弾くことを示す記号（］）
にはセイが用いられる 
⑤ 左手指の技法（小譜字）にはリ・リン、
音高が上がる（柱を指で打つ）時にはン
が用いられる 
⑥ 用例は少ないが、返撥（上げ撥）はすべ
てチとなっており、通常の単音とは区別
がされていない 
⑦ タンやチン、つまりンを加えた音節も現
われるが、これは、主に同じ音が続く場
合に用いられる。但し後ろに5度上の音
や8度上の音が現れることもあり、この
音程が同音と同類のものとして意識され
ていたことを示すとも考えられる 
⑧ ンが音価の延長を示すという機能が認
められない 
孝道の琵琶唱歌は、独特で珍しいものであ
り、平安・鎌倉期の他の唱歌との類似点、
相違点の問題を今後の課題としたい。 
 
(2)『三五中録』への注記 
 藤原孝時（藤原孝道息男、1189/90-1266）
撰『三五中録』の琵琶独奏曲の譜面に注記
や書き入れが多く、中でも「丁」字の右側
に点が振られている箇所が目立つ。点の数
は0〜3で、「丁」字が示す休止の音価（長
短）を書き表そうとしたものと考えられる
ので、実際の演奏に際して「丁」字の音価
の決定に目安とすることにした。注記の書
き主、その他に書き足されている記号（「小」
や「一」）について、不明な点が多く、楽譜
と楽書の継続的な調査研究が必要である。 
 
 最後に、復元試演を通して明らかになった、
琵琶独奏曲の音楽的特徴について、簡略にま
とめる（雑誌論文①、図書①参照）。 
(1)「撥合」と「手」の形式的特徴 
 「撥合」には同音反復を含むフレーズが多
い。中でも2本の隣り合った絃を、1本のみ
柱を押さえてもう1本と同音とし、弾き合
わせる技法が繰り返し現れており、ここに
こそ「撥合」（かきあわせ）という名称の由
来があると考える。平家語りの琵琶奏法への
影響が考えられるところだが、これについて
は両者の詳細な比較研究が必要となるので、
今後の課題としたい。一方、「手」には多く
の場合、特徴的なモチーフを含む旋律の反復
と、それによる展開とが見られる。稿を改め
て詳述したいと思う。 
(2)「撥合」と「手」における調性 
 「撥合」の調整についてみると、目立っ
た特徴が１つある。中国唐の音楽理論で「羽
調」の性質をもった音階はそのままの特徴
が保持され、琵琶風香調・琵琶黄鐘調は羽
調の音階（日本の「律」音階）が用いられ
ている。一方、元々「商調」の性質をもっ
た音階の場合、いわゆる「宮調化」（商調の
音階が、日本で「呂」と位置づけられ、宮
調に改められた結果）が見られ、これが琵
琶返風香調の「撥合」に特に顕著に現れて
いる。 
 「手」の類は、唐の音楽理論に基づきなが
ら、場合によってはより複雑な調性の在り
方を示す。「羽調」の調絃（琵琶風香調・琵
琶黄鐘調）はやはり忠実にその性質を保つ
が、「商調」の琵琶返風香調の場合、商調の
特徴を示す手もあれば、転調や転均のため
に調性が揺れる曲も見られる。 
 
 以上、この報告を通して便宜上「復元」「復
元試演」といった表現を使ってきたが、厳密
にいえば、遺物（例えば正倉院の楽器）は復
元できても、一度消えてしまった音楽は完全
な「再現」という意味での「復元」は不可能
である。そこで、比喩的な使い方だが、本研
究の研究課題名には「再生」という表現を使
用した。楽譜の「再生」には、楽譜の譜字を
音高と相対的な長さを持った音列に置き換
えただけの「文字通り」のもの、一部に演奏
慣習や装飾音を加えたもの、現行の演奏様式
によるものなど、様々な可能性があるため、
より適切ではないかと考えたからである。 
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